
月

【英語への関心・意欲・態度】
○

【聞くこと】
○

【話すこと】
○

○

○

○

○

○

　

○

○

ＡＬＴとのＴ・Ｔによる活動で帯時間で学習した英語が英語科の学習に生かされるようにする。

帯時間を使ってたくさんの英単語や英文になじませる。

35+35年間授業時数

5

6

7

授業の工夫

学習した足跡はワークに残し、毎時間の自己評価をおこなう。

11

評価について

テストは行わず、つけたい力を中心に学習中の様子や発表・ワークの内容をもとに評価する。

学習方法
（家庭学習）

など

日常生活の中で，英語や外国の文化に触れる機会も設けてもらうよう家庭への協力を促す。

学校でどのような英語学習をしているのか児童に尋ねるなどして，英語への興味・関心を高めても
らえるよう家庭への協力を促す。

見取りの方法として「ア　ことばや文化に関すること」については、児童の発言や振り返りカードの記述を中心に、日
本語との差異や共通点、英単語の仕組みや規則性に気付いているか等で行う。「イ　聞くこと・話すこと」について
は、行動観察や振り返りカードの記述等により模倣しての発音、学習した言葉の使用、視線の共有、明瞭な声等で
評価を検討する。

平成2４年度年間授業計画（第5学年・英語）

10

4

12

・ ほしいもの

・ことばの復習

・　説明しよう

                                                                                 ・

クイズをしよう　Ⅱ

・　わたしの夢

9

3

1

2

日常生活で使われる簡単な英語を使って
会話をしたり身近なことについて自分の考
えを英語で話したりする。

日常生活で使われる英語や身近なことに
ついて話されている英語を聞き取る。

年間学習目標

英語にふれ，英語を使って身近な人や外
国の人と自信をもってコミュニケーションを
図っている。

学習内容（単元と主要文型）
・ 英語の世界へようこそ

・ クイズをしよう　Ⅰ

・ 身の回りのこと

・ 好きなもの

・ これまでの復習１・ことばの復習

・　いくつか伝えよう

（※＋３５は朝の荒神タイム（15分×３回×35週）での授業） 


